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横
浜
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

　
『
市
史
通
信
』
第
九
号
に
お
い
て
、「
牧

野
家
の
人
び
と
」
と
題
し
て
、
牧
野
家
と
ダ

ン
ス
ホ
ー
ル
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。	

牧
野
勲
と
い
と
こ
の
晴
が
、
横
浜
に
お
け
る

代
表
的
な
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
横
浜
の
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
詳
細
は
あ

ま
り
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル
に
関
す
る
資
料
も
少
な
い
。

情
報
や
資
料
も
少
な
い
な
か
で
、
牧
野
勲	

が
戦
前
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
関
す
る
ス
ク
ラ	

ッ
プ
ブ
ッ
ク
を
一
冊
残
し
て
い
る
（
横
浜
市

史
資
料
室
所
蔵
「
牧
野
勲
関
係
資
料
」）。
ま

た
、
先
頃
横
浜
都
市
発
展
記
念
館
で
開
催
さ

れ
た
展
示
会
「
モ
ダ
ン
横
濱
案
内
」
で
、
ダ

ン
ス
ホ
ー
ル
の
写
真
や
ダ
ン
ス
チ
ケ
ッ
ト
・

チ
ラ
シ
・
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、

当
時
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
様
子
が
再
現
さ
れ

た
（『
モ
ダ
ン
横
濱
案
内
』
横
浜
都
市
発
展

記
念
館
、
二
〇
一
〇
年
を
参
照
）。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が

い
つ
開
場
し
た
の
か
な
ど
、
基
本
的
な
事
柄

に
つ
い
て
、
資
料
に
基
づ
く
確
認
は
こ
れ
ま

で
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
回

は
ま
ず
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
成
立
期
を
対
象
に
、

横
浜
市
内
に
存
在
し
た
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
そ

の
開
場
時
期
を
確
認
す
る
作
業
を
行
っ
た
。

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
か
ら
一
九
三
一

年
ま
で
の
『
横
浜
貿
易
新
報
』
と
『
横
浜
毎	

朝
新
報
』
『
横
浜
毎
日
新
報
』
の
記
事
と
広

告
を
た
ん
ね
ん
に
拾
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
お

お
よ
そ
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
成
立
事
情
が
わ

か
っ
て
き
た
。

以
下
、
こ
れ
ら
の
新
聞
記
事
・
広
告
と
牧

野
勲
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
か
ら
、
満
州
事
変
勃
発

前
後
ま
で
の
横
浜
に
お
け
る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

の
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

横
浜
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
始
ま
り

横
浜
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
い
え
ば
、
ま
ず

鶴
見
花
月
園
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。	

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
開
場
で
、
営
業

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
し
て
は
日
本
初
で
あ
っ
た

（
斎
藤
美
枝
『
鶴
見
花
月
園
秘
話
』
鶴
見
区

文
化
協
会
、
二
〇
〇
七
年
お
よ
び
永
井
良
和

『
社
交
ダ
ン
ス
と
日
本
人
』
晶
文
社
、
一
九

九
一
年
）。そ
の
後
昭
和
期
に
入
っ
て
、
花
月

園
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
い
っ
た
ん
閉
鎖
さ
れ
る
。

そ
の
間
に
、
大
阪
で
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
流
行

し
た
が
、
や
が
て
取
締
の
厳
格
化
に
よ
っ
て

事
実
上
禁
止
状
態
と
な
っ
た
。
す
る
と
、
ダ

ン
ス
ホ
ー
ル
は
東
京
に
移
り
、
や
が
て
横
浜

に
も
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
で
き
て
き
た
。

国
際
港
横
浜
で
は
、
ダ
ン
ス
は
特
別
な
意

味
を
持
っ
て
い
た
。
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
、
寄

港
す
る
船
の
乗
客
な
ど
外
国
人
が
利
用
し
た

り
、
外
交
上
の
接
待
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
。

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
や
バ
ン
ド
ホ
テ
ル

の
他
、
県
庁
で
舞
踏
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と

も
あ
る
（『
横
浜
毎
日
新
報
』
一
九
三
〇
年

四
月
二
九
日
）。

こ
の
よ
う
に
外
国
人
招
致
の
た
め
に
社
交

ダ
ン
ス
が
推
奨
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
当

初
神
奈
川
県
で
は
そ
の
取
締
も
比
較
的
ゆ
る

や
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
が
次
々
と
で
き
た
。
次
ペ
ー
ジ
の
表
に
示

し
た
通
り
、
横
浜
に
お
け
る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

の
始
ま
り
は
、
花
月
園
を
別
と
す
れ
ば
、
一

九
二
八
年
一
〇
月
か
ら
一
一
月
頃
に
相
次
い

で
開
場
し
た
横
浜
舞
踏
研
究
所
と
ユ
ニ
オ
ン

舞
踏
場
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
も
研
究
会
と
し
て
始
ま
っ
て
い
る

が
、
広
告
の
内
容
を
見
る
と
ス
タ
イ
ル
の
違

い
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
（
な
お
、
新

聞
広
告
に
つ
い
て
は
開
場
前
後
か
ら
た
び
た

び
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
煩
雑
に
な
る
た
め
掲

載
年
月
日
は
省
略
す
る
）。
横
浜
舞
踏
研
究

会
の
広
告
は
会
員
募
集
と
ダ
ン
ス
教
授
が
ほ

と
ん
ど
で
、
一
方
ユ
ニ
オ
ン
舞
踏
研
究
会
は

ダ
ン
サ
ー
募
集
が
主
と
な
っ
て
い
る
。

ダ
ン
ス
教
授
所
は
ダ
ン
ス
教
師
に
よ
る
ダ

ン
ス
教
授
を
中
心
と
し
、
営
業
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
で
は
、
ダ
ン
サ
ー
が
客
の
ダ
ン
ス
の
相
手

を
す
る
こ
と
を
主
と
し
て
い
た
。
い
ず
れ
も
、

会
員
制
や
チ
ケ
ッ
ト
制
の
か
た
ち
を
と
り
、	

営
業
収
入
を
得
て
い
た
。
初
期
の
ダ
ン
ス

ホ
ー
ル
は
、
こ
の
両
方
の
営
業
形
態
を
兼
ね

る
も
の
が
多
か
っ
た
。

ユ
ニ
オ
ン
舞
踏
研
究
会
は
、「
大
ホ
ー
ル

開
設
の
た
め
」
と
称
し
て
、
最
初
は
一
〇
数

名
、
後
に
は
四
五
名
の
ダ
ン
サ
ー
を
募
集
し

て
い
る
。
ま
た
、
一
二
月
二
五
日
に
は
ク
リ

ス
マ
ス
仮
装
舞
踏
会
を
開
催
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
記
念
日
や
季
節
毎
に
舞
踏
会
な
ど
の

催
し
を
開
い
て
、
客
を
集
め
る
こ
と
は
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル
の
恒
例
と
な
っ
て
い
く
。

翌
一
九
二
九
年
二
月
に
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
・
チ
ェ
リ
ー
・
ロ
ー
タ
リ
ー
が
相
次
い

で
開
場
す
る
。
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
チ
ェ

リ
ー
は
当
初
、
や
は
り
研
究
会
を
名
乗
っ
て

ダ
ン
ス
教
授
を
行
っ
て
い
た
が
、
ダ
ン
サ
ー

も
置
い
て
い
た
。
当
時
の
新
聞
は
、
ユ
ニ
オ

ン
・
チ
ェ
リ
ー
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
は
「
会

員
組
織
に
名
を
藉
る
ダ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
」、	

つ
ま
り
営
業
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
と
ら
え
て
い

る
（『
横
浜
毎
朝
新
報
』
一
九
二
九
年
三
月
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飛
鳥
田
一
雄
市
長
時
代
の
一
九
六
三
（
昭

和
三
八
）
年
六
月
八
日
、
ソ
連
・
国
立
モ
ス

ク
ワ
合
唱
団
の
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
が
野
毛
山

の
市
長
公
舎
に
お
い
て
催
さ
れ
た
。【
写
真
】

は
そ
の
時
の
一
コ
マ
で
あ
る
。
大
勢
の
来

賓
の
前
で
日
本
の
伝
統
芸
能
が
披
露
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が	

度
々
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
市
長
公
舎
は
市
内

外
の
要
人
・
団
体
を
歓
待
す
る「
都
市
外
交
」	

の
拠
点
で
あ
っ
た
。

現
市
長
公
舎
は
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）

年
九
月
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
た

旧
市
長
公
舎
の
代
替
と
し
て
計
画
さ
れ
、
一

九
二
七
（
昭
和
二
）
年
五
月
一
〇
日
に
野
毛

山
の
中
腹
に
完
成
し
た
。
設
計
は
横
浜
市
建

築
課
で
、
担
当
し
た
の
は
同
課
技
手
の
坂
本

信
太
郎
で
あ
っ
た
。
坂
本
は
同
僚
技
師
の
鳥

海
他
郎
の
指
導
を
受
け
つ
つ
、
建
物
を
設
計	

し
、
実
際
の
施
工
は
独
自
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
法
で
知
ら
れ
る
中
村
建
築
研
究
所

に
委
ね
ら
れ
た
。

市
長
公
舎
の
建
坪
は
約
二
四
六
坪
で
、
社

交
用
の
洋
館
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
）
と

日
常
生
活
用
の
日
本
館
（
木
造
平
屋
）
に
大	

き
く
分
か
れ
て
い
た
。【
写
真
】
に
は
、来
賓	

の
後
方
に
洋
館
（
右
側
）
と
日
本
館
（
左
側
）

の
二
つ
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
老
朽
化
の

た
め
、
後
者
は
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年

に
解
体
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
用
の
集
会
施
設
に

変
わ
っ
た
。
ま
た
、
敷
地
内
に
は
、
か
つ
て

助
役
や
秘
書
課
長
の
公
舎
も
存
在
し
た
が
、	

現
在
、
そ
れ
ら
の
建
物
は
残
っ
て
い
な
い
。

さ
て
、
最
初
に
市
長
公
舎
の
主
と
な
っ
た

の
は
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
五
月
に

就
任
し
た
有
吉
忠
一
市
長
で
あ
っ
た
。
有
吉

は
公
舎
完
成
か
ら
約
二
週
間
後
の
五
月
二
七

日
に
南
太
田
の
仮
住
居
か
ら
引
っ
越
し
て
き

た
。
そ
し
て
、
六
月
二
日
に
大
横
浜
建
設
記

念
式
に
出
席
す
る
秩
父
宮
雍
仁
親
王
が
市
長

公
舎
を
訪
問
し
て
以
降
、
市
長
公
舎
は
時
代

の
変
化
と
と
も
に
、
横
浜
を
訪
れ
る
多
く
の

要
人
・
団
体
を
迎
え
入
れ
て
き
た
。

そ
う
し
た
「
都
市
外
交
」
の
拠
点
で
あ
っ

た
市
長
公
舎
は
、「
昭
和
の
横
浜
」
の
生
き
証

人
と
し
て
現
在
も
野
毛
の
丘
か
ら
横
浜
の
成

長
を
見
守
っ
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】『
横
浜
貿
易
新
報
』／
『
横
浜
復
興
誌
』

（
横
浜
市
役
所
、
一
九
三
七
年
）吉
田
鋼
市『
ヨ
コ
ハ

マ
建
築
慕
情
』（
鹿
島
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）、『
都

市
の
記
憶―

横
浜
の
近
代
建
築
Ⅰ
』（
横
浜
市
歴
史
的

資
産
調
査
会
、
一
九
九
一
年
）

	

（
吉
田
律
人
）
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取
締
規
則
に
よ
っ
て
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
営

業
形
態
が
は
っ
き
り
し
た
こ
と
に
よ
り
、
再

び
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
新
規
開
場
が
始
ま
っ
た
。	

既
存
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
、
営
業
許
可
の
申

請
を
行
っ
た
。
新
規
開
場
で
は
、
一
九
三

〇
年
一
月
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
舞
踏
場
が
最
も
早

か
っ
た
が
、
こ
れ
は
三
月
に
は
廃
業
し
て
代

わ
っ
て
ナ
ポ
リ
舞
踏
場
が
開
場
す
る
。
そ
し

て
、
こ
の
年
の
内
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル	

・
カ
ー
ル
ト
ン
・
ケ
イ
・
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
・

太
平
洋
の
各
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
開
場
し
た
。

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
チ
ェ
リ
ー
・
ナ
ポ
リ	

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
カ
ー
ル
ト
ン
に

つ
い
て
は
、
同
年
五
月
ま
で
に
営
業
許
可

が
お
り
た
こ
と
が
新
聞
で
報
じ
ら
れ
て
い
る

（『
横
毎
』
一
九
三
〇
年
五
月
四
日
）。
さ
ら

に
翌
年
五
月
・
六
月
に
は
横
浜
・
ソ
シ
ア
ル

が
開
場
し
、
横
浜
の
主
立
っ
た
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
が
揃
っ
た
こ
と
に
な
る
。

規
則
は
整
っ
た
と
は
い
え
、
市
内
に
一

〇
ヶ
所
前
後
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
開
場
し
て
、

競
争
が
激
し
く
な
っ
た
上
に
、
こ
の
頃
ダ
ン

ス
人
気
の
か
げ
り
も
伝
え
ら
れ
て
い
る（『
横

毎
』一
九
三
〇
年
三
月
一
〇
日
）。
そ
の
結
果
、

経
営
難
に
陥
る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
も
出
て
き
た
。

経
営
者
が
代
わ
っ
た
り
、
店
名
が
変
わ
る
な

ど
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
移
り
変
わ
り
も
激
し

く
な
る
。
こ
れ
以
降
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
動

き
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
紹
介
す
る
こ

と
に
し
、
こ
こ
で
は
、
競
争
と
経
営
悪
化
に

と
も
な
う
ダ
ン
サ
ー
の
争
議
と
、
経
営
者
団

体
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

横
浜
舞
踏
協
会

横
浜
で
最
も
歴
史
の
あ
る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル	

・
ユ
ニ
オ
ン
は
、
一
九
三
〇
年
三
月
に
経
営

難
か
ら
廃
業
を
発
表
し
た
（『
横
毎
』
三
月

二
〇
日
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
賃
金
が
未
払

い
の
ダ
ン
サ
ー
六
人
が
賃
金
支
払
い
を
要
求

し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
た
。
続
い
て
、
翌	

年
一
月
一
七
日
に
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
で

ダ
ン
サ
ー
二
〇
人
が
待
遇
改
善
を
要
求
し
て

ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
っ
た
。
翌
日
、
要
求
項
目

一
二
ヶ
条
の
内
七
ヶ
条
が
認
め
ら
れ
て
、
争

議
は
解
決
し
て
い
る
（『
横
毎
』
一
九
三
一

年
一
月
一
九
日
・
二
〇
日
）。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

の
経
営
者
は
一
九
三
一
年
四
月
、
横
浜
舞
踏

場
協
会
を
設
立
す
る
こ
と
に
し
た（
以
下「
牧

野
勲
関
係
資
料
」）。
参
加
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
、

太
平
洋
・
ナ
ポ
リ
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
ブ

ル
ー
バ
ー
ド
・
カ
ー
ル
ト
ン
の
五
つ
で
、「
営

業
主
相
互
間
ノ
無
益
ノ
闘
争
軋
轢
ヲ
避
ケ
」、	

「
舞
踏
手
ノ
風
紀
粛
正
ヲ
図
リ
」、「
舞
踏
場

ノ
健
全
ナ
ル
発
達
繁
栄
」
を
目
的
と
す
る
経

営
者
団
体
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
六
月
二
一
日
、

趣
旨
は
そ
の
ま
ま
に
名
称
を
横
浜
舞
踏
協
会

と
改
め
、
横
浜
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
ナ
ポ
リ
の

代
わ
り
に
参
加
し
て
創
立
さ
れ
る
。

規
約
の
他
に
申
合
と
し
て
、
ダ
ン

サ
ー
の
取
り
分
や
出
勤
時
間
な
ど
を
定

め
て
お
り
、
労
使
協
調
に
基
づ
く
経
営

者
団
体
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
一
方
、	

「
取
締
ニ
関
ス
ル
事
項
ニ
就
キ
其
筋
ノ

指
示
ヲ
協
会
員
ニ
伝

達
」
と
あ
る
よ
う
に
、	

警
察
の
指
導
を
仲
介
す

る
業
界
団
体
で
も
あ
っ

た
。
二
一
日
の
創
立
総

会
の
後
、
わ
ざ
わ
ざ
七

月
一
日
に
加
賀
町
警
察

署
で
各
経
営
者
・
ダ
ン

サ
ー
を
集
め
て
発
会
式

を
開
催
し
、
署
長
が
主

に
風
紀
に
関
す
る
訓
辞
を
行
っ
た
。

一
方
、
六
月
二
〇
日
に
は
、
横
浜
連
合
ダ

ン
サ
ー
自
治
会
と
い
う
名
称
で
労
働
組
合
が

結
成
さ
れ
た
。
相
互
扶
助
と
品
性
の
向
上
を

目
的
と
す
る
労
使
協
調
的
な
組
合
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
七
月
に
横
浜
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
八

月
に
は
カ
ー
ル
ト
ン
と
争
議
が
相
次
ぐ（『
横

貿
』
七
月
二
四
日
、
八
月
五
日
、
九
月
四
日
）

が
、
組
合
と
の
関
連
は
わ
か
ら
な
い
。
結
成

時
期
か
ら
見
て
、
組
合
と
舞
踏
協
会
の
結
成

に
は
関
連
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
七
月
に
は
帝
国
舞
踏
教
師
協
会
が

発
足
し
て
い
る
。
ダ
ン
ス
教
授
を
主
と
す
る

ク
ラ
ブ
・
教
授
所
や
、
ダ
ン
ス
教
授
と
ホ
ー

ル
経
営
を
兼
ね
る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
参
加
し

た
（
表
参
照
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
九
三

一
年
六
月
か
ら
七
月
の
間
に
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

関
係
の
諸
団
体
が
揃
う
こ
と
に
な
っ
た
。
い

わ
ば
、
横
浜
に
お
け
る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
業
界

の
態
勢
が
整
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。	

そ
し
て
、
九
月
に
満
州
事
変
が
勃
発
す
る
の

で
あ
る
。
そ
の
後
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
次
の
機
会
に
改
め
て
紹
介
す
る
こ
と

と
し
た
い
。	

（
羽
田
博
昭
）

二
日
）。

こ
う
し
て
一
九
二
八
年
暮
れ
か
ら
翌
年
春

頃
に
か
け
て
、
横
浜
で
は
ま
さ
に
ダ
ン
ス

ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
た
。
こ
の
間
に
、
外
国

か
ら
の
賓
客
や
観
光
団
の
来
日
も
相
次
い
で

い
る
。
花
月
園
も
こ
う
し
た
「
時
代
の
要

求
と
京
浜
間
内
外
人
の
社
交
体
育
娯
楽
の
目

的
」
の
た
め
に
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
三
月
一

〇
日
に
再
び
開
場
し
た
（『
横
浜
貿
易
新
報
』

一
九
二
九
年
三
月
一
〇
日
）。
花
月
園
舞
踏

研
究
会
（
所
）
名
の

広
告
に
よ
る
と
、
水

曜
一
円
、
日
曜
二
円

の
入
場
料
で
、
女
性

は
半
額
、
同
伴
を
歓

迎
す
る
が
、
相
手

が
い
な
い
場
合
は
ダ

ン
サ
ー
が
無
報
酬
で

パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る

と
い
う
。
教
師
も
い

て
、
ダ
ン
ス
教
授
は

速
修
で
五
円
と
記
さ

れ
て
い
る
（
同
前
、	

五
月
八
日
）。

取
締
規
則
の
制
定

こ
の
後
、
新
規
の

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
開
場

は
し
ば
ら
く
途
絶
え

る
。
早
く
も
横
浜

で
も
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

の
「
風
紀
」
が
問
題

に
さ
れ
、
県
が
取
締

規
則
の
制
定
を
検
討

し
始
め
た
の
で
あ
る

（『
横
浜
毎
朝
新
報
』

一
九
二
九
年
三
月
二

五
日
、『
横
浜
貿
易

新
報
』
五
月
二
三

日
）。
県
保
安
課
が
八
月
頃
に
取
締
規
則
の

具
体
的
な
検
討
に
入
る
と
、
九
月
の
伊
勢
佐

木
町
伊
勢
ビ
ル
、
一
一
月
に
は
ゲ
ッ
コ
ー
ペ

ン
が
警
察
の
取
締
を
受
け
て
、
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
の
開
場
を
中
止
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
翌
年
一
月
二
一
日
に
舞
踏
場
及

舞
踏
手
取
締
規
則
が
県
令
と
し
て
公
布
・
施

行
さ
れ
る
に
至
っ
た
（『
神
奈
川
県
公
報
』

号
外
、
一
九
三
〇
年
一
月
二
一
日
、『
横
毎
』

『
横
貿
』
一
九
三
〇
年
一
月
二
二
日
）。

主
な
内
容
は
、
知
事
の
許
可
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
位
置
や
構
造
上
の
制
限
、
同
一
建

物
内
で
の
飲
食
店
・
旅
館
と
の
併
存
制
限
、	

学
生
・
未
成
年
の
入
場
禁
止
、
飲
酒
の
禁
止
、

舞
踏
手
の
免
許
制
度
な
ど
で
あ
る
。
一
九
二

八
年
一
一
月
に
制
定
さ
れ
た
東
京
の
舞
踏
場

取
締
規
則
よ
り
は
、
緩
や
か
な
も
の
だ
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
外
国
人
招
致
の
た
め

の
配
慮
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
営
業
地

域
は
関
内
地
区
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

制
限
の
あ
っ
た
飲
食
店
と
の
併
存
に
は
寛

容
だ
っ
た
よ
う
で
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
で
は

喫
茶
部
、
後
の
太
平
洋
舞
踏
場
で
は
グ
リ
ル

が
併
設
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
会
員
制
の
倶

楽
部
は
届
け
出
の
み
で
認
め
ら
れ
た
。

当
時
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
以
外
で
も
、
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
・
バ
ン
ド
ホ
テ
ル
な
ど

で
、
外
国
人
客
も
加
え
て
た
び
た
び
ダ
ン
ス

大
会
が
開
催
さ
れ
、
バ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
は
ダ

ン
サ
ー
の
募
集
も
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
横

浜
独
特
の
チ
ャ
ブ
屋
で
は
、
酒
を
供
し
、
女

性
が
ダ
ン
ス
の
相
手
を
し
た
と
い
う
。
芸
妓

が
ダ
ン
ス
の
練
習
を
し
て
い
る
と
い
う
記
事

も
、
こ
の
頃
報
じ
ら
れ
て
い
る
（『
横
貿
』

一
九
三
〇
年
八
月
二
二
日
、『
横
毎
』
九
月

三
〇
日
）。
一
方
、
バ
ー
や
カ
フ
ェ
で
の
ダ

ン
ス
は
禁
じ
ら
れ
、
と
き
お
り
摘
発
を
受
け

て
い
る
（『
横
毎
』
一
九
二
九
年
三
月
一
一

日
・
一
九
三
〇
年
四
月
二
〇
日
）。

表　1932（昭和7）年までに開場した横浜のダンスホール

名　称 所在地 開場年月日 備　考

1 花月園舞踏場 鶴見 1920年3月→
1929年3月10日再開場

2 横浜舞踏研究所 山下町123 1928年10月頃 ○　横浜舞踏研究会

3 ユニオン舞踏場 山下町88→83→82 1928年11月15日 ユニオン舞踏研究会、1930年3月20日廃業

4 ロータリー舞踏場 山下町86 1929年2月25日

5 メトロポリタン舞踏場 相生町2-44→弁天通1-2 1929年2月→
1930年12月6日移転開場

◎○　1930年4月認可、メトロポリタン
舞踏研究会

6 チェリー舞踏教習所 海岸通3-12海岸ビル 1929年2月頃 ○　1930年5月頃認可、チェリー舞踏
研究会、チェリー倶楽部

7 舞踏場ゲッコウペン 山下町104 1929年11月11日 取締ですぐ閉場

8 キャラバン舞踏場 山下町104 1930年1月 旧ゲッコウペン跡、1930年3月8日廃業

9 ナポリ舞踏場 山下町104 1930年3月29日 ○　1930年4月認可、ナポリ舞踏研究所、
ナポリ舞踏教習所

10 インターナショナルダンス
ホール 山下町188 （1930年5月頃） ○　1930年5月頃認可内定

11 カールトン舞踏場 尾上町3-40 1930年7月18日 ◎　1930年5月頃認可

12 ケイ舞踏場 本町5丁目本町ビル 1930年9月29日 Ｋダンスホール

13 ブルーバード舞踏場 住吉町1丁目 1930年12月20日 ◎

14 太平洋舞踏場 山下町157 1930年12月27日 ◎○

15 横浜ダンスホール 山下町104 1931年5月16日 ◎○

16 ソシアル舞踏研究会 住吉町1-11 1931年6月22日（30日）

〈開場時期不明のダンスホール〉

17 萬華楼 元町

18 Ｙ舞踏研究倶楽部 山下町87

19 プラタナス 元町

20 帝国舞踏研究会 相生町5-94

21 ファロスダンシングパレス 山下町104 旧横浜ダンスホール

22 オリエンタルクラブ 山下町97 ○

23 小竹舞踏教授所 黄金橋際

24 Ｒ・Ｓクラブ ○

〈ダンスホール関係団体〉

25 横浜舞踏協会 1931年6月21日

26 帝国社交舞踏教師協会 山下町123横浜舞踏研究
所内 1931年7月19日

注： 『横浜貿易新報』『横浜毎朝新報』『横浜毎日新報』の広告・記事、および牧野勲作成スクラップ（「牧野勲関係資料」）より作成。なお、備
考欄の◎は横浜舞踏協会参加のダンスホール、○は帝国社交舞踏教師協会会員を示す。その他備考欄には認可年月や別名等の情報を
記した。
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●横浜のダンスホール ●横浜のダンスホール

取
締
規
則
に
よ
っ
て
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
営

業
形
態
が
は
っ
き
り
し
た
こ
と
に
よ
り
、
再

び
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
新
規
開
場
が
始
ま
っ
た
。	

既
存
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
、
営
業
許
可
の
申

請
を
行
っ
た
。
新
規
開
場
で
は
、
一
九
三

〇
年
一
月
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
舞
踏
場
が
最
も
早

か
っ
た
が
、
こ
れ
は
三
月
に
は
廃
業
し
て
代

わ
っ
て
ナ
ポ
リ
舞
踏
場
が
開
場
す
る
。
そ
し

て
、
こ
の
年
の
内
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル	

・
カ
ー
ル
ト
ン
・
ケ
イ
・
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
・

太
平
洋
の
各
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
開
場
し
た
。

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
チ
ェ
リ
ー
・
ナ
ポ
リ	

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
カ
ー
ル
ト
ン
に

つ
い
て
は
、
同
年
五
月
ま
で
に
営
業
許
可

が
お
り
た
こ
と
が
新
聞
で
報
じ
ら
れ
て
い
る

（『
横
毎
』
一
九
三
〇
年
五
月
四
日
）。
さ
ら

に
翌
年
五
月
・
六
月
に
は
横
浜
・
ソ
シ
ア
ル

が
開
場
し
、
横
浜
の
主
立
っ
た
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
が
揃
っ
た
こ
と
に
な
る
。

規
則
は
整
っ
た
と
は
い
え
、
市
内
に
一

〇
ヶ
所
前
後
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
開
場
し
て
、

競
争
が
激
し
く
な
っ
た
上
に
、
こ
の
頃
ダ
ン

ス
人
気
の
か
げ
り
も
伝
え
ら
れ
て
い
る（『
横

毎
』一
九
三
〇
年
三
月
一
〇
日
）。
そ
の
結
果
、

経
営
難
に
陥
る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
も
出
て
き
た
。

経
営
者
が
代
わ
っ
た
り
、
店
名
が
変
わ
る
な

ど
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
移
り
変
わ
り
も
激
し

く
な
る
。
こ
れ
以
降
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
動

き
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
紹
介
す
る
こ

と
に
し
、
こ
こ
で
は
、
競
争
と
経
営
悪
化
に

と
も
な
う
ダ
ン
サ
ー
の
争
議
と
、
経
営
者
団

体
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

横
浜
舞
踏
協
会

横
浜
で
最
も
歴
史
の
あ
る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル	

・
ユ
ニ
オ
ン
は
、
一
九
三
〇
年
三
月
に
経
営

難
か
ら
廃
業
を
発
表
し
た
（『
横
毎
』
三
月

二
〇
日
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
賃
金
が
未
払

い
の
ダ
ン
サ
ー
六
人
が
賃
金
支
払
い
を
要
求

し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
た
。
続
い
て
、
翌	

年
一
月
一
七
日
に
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
で

ダ
ン
サ
ー
二
〇
人
が
待
遇
改
善
を
要
求
し
て

ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
っ
た
。
翌
日
、
要
求
項
目

一
二
ヶ
条
の
内
七
ヶ
条
が
認
め
ら
れ
て
、
争

議
は
解
決
し
て
い
る
（『
横
毎
』
一
九
三
一

年
一
月
一
九
日
・
二
〇
日
）。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

の
経
営
者
は
一
九
三
一
年
四
月
、
横
浜
舞
踏

場
協
会
を
設
立
す
る
こ
と
に
し
た（
以
下「
牧

野
勲
関
係
資
料
」）。
参
加
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
、

太
平
洋
・
ナ
ポ
リ
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
ブ

ル
ー
バ
ー
ド
・
カ
ー
ル
ト
ン
の
五
つ
で
、「
営

業
主
相
互
間
ノ
無
益
ノ
闘
争
軋
轢
ヲ
避
ケ
」、	

「
舞
踏
手
ノ
風
紀
粛
正
ヲ
図
リ
」、「
舞
踏
場

ノ
健
全
ナ
ル
発
達
繁
栄
」
を
目
的
と
す
る
経

営
者
団
体
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
六
月
二
一
日
、

趣
旨
は
そ
の
ま
ま
に
名
称
を
横
浜
舞
踏
協
会

と
改
め
、
横
浜
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
ナ
ポ
リ
の

代
わ
り
に
参
加
し
て
創
立
さ
れ
る
。

規
約
の
他
に
申
合
と
し
て
、
ダ
ン

サ
ー
の
取
り
分
や
出
勤
時
間
な
ど
を
定

め
て
お
り
、
労
使
協
調
に
基
づ
く
経
営

者
団
体
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
一
方
、	

「
取
締
ニ
関
ス
ル
事
項
ニ
就
キ
其
筋
ノ

指
示
ヲ
協
会
員
ニ
伝

達
」
と
あ
る
よ
う
に
、	

警
察
の
指
導
を
仲
介
す

る
業
界
団
体
で
も
あ
っ

た
。
二
一
日
の
創
立
総

会
の
後
、
わ
ざ
わ
ざ
七

月
一
日
に
加
賀
町
警
察

署
で
各
経
営
者
・
ダ
ン

サ
ー
を
集
め
て
発
会
式

を
開
催
し
、
署
長
が
主
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に
風
紀
に
関
す
る
訓
辞
を
行
っ
た
。

一
方
、
六
月
二
〇
日
に
は
、
横
浜
連
合
ダ

ン
サ
ー
自
治
会
と
い
う
名
称
で
労
働
組
合
が

結
成
さ
れ
た
。
相
互
扶
助
と
品
性
の
向
上
を

目
的
と
す
る
労
使
協
調
的
な
組
合
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
七
月
に
横
浜
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
八

月
に
は
カ
ー
ル
ト
ン
と
争
議
が
相
次
ぐ（『
横

貿
』
七
月
二
四
日
、
八
月
五
日
、
九
月
四
日
）

が
、
組
合
と
の
関
連
は
わ
か
ら
な
い
。
結
成

時
期
か
ら
見
て
、
組
合
と
舞
踏
協
会
の
結
成

に
は
関
連
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
七
月
に
は
帝
国
舞
踏
教
師
協
会
が

発
足
し
て
い
る
。
ダ
ン
ス
教
授
を
主
と
す
る

ク
ラ
ブ
・
教
授
所
や
、
ダ
ン
ス
教
授
と
ホ
ー

ル
経
営
を
兼
ね
る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
参
加
し

た
（
表
参
照
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
九
三

一
年
六
月
か
ら
七
月
の
間
に
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

関
係
の
諸
団
体
が
揃
う
こ
と
に
な
っ
た
。
い

わ
ば
、
横
浜
に
お
け
る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
業
界

の
態
勢
が
整
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。	

そ
し
て
、
九
月
に
満
州
事
変
が
勃
発
す
る
の

で
あ
る
。
そ
の
後
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
次
の
機
会
に
改
め
て
紹
介
す
る
こ
と

と
し
た
い
。	

（
羽
田
博
昭
）
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二
日
）。

こ
う
し
て
一
九
二
八
年
暮
れ
か
ら
翌
年
春

頃
に
か
け
て
、
横
浜
で
は
ま
さ
に
ダ
ン
ス

ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
た
。
こ
の
間
に
、
外
国

か
ら
の
賓
客
や
観
光
団
の
来
日
も
相
次
い
で

い
る
。
花
月
園
も
こ
う
し
た
「
時
代
の
要

求
と
京
浜
間
内
外
人
の
社
交
体
育
娯
楽
の
目

的
」
の
た
め
に
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
三
月
一

〇
日
に
再
び
開
場
し
た
（『
横
浜
貿
易
新
報
』

一
九
二
九
年
三
月
一
〇
日
）。
花
月
園
舞
踏

研
究
会
（
所
）
名
の

広
告
に
よ
る
と
、
水

曜
一
円
、
日
曜
二
円

の
入
場
料
で
、
女
性

は
半
額
、
同
伴
を
歓

迎
す
る
が
、
相
手

が
い
な
い
場
合
は
ダ

ン
サ
ー
が
無
報
酬
で

パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る

と
い
う
。
教
師
も
い

て
、
ダ
ン
ス
教
授
は

速
修
で
五
円
と
記
さ

れ
て
い
る
（
同
前
、	

五
月
八
日
）。

取
締
規
則
の
制
定

こ
の
後
、
新
規
の

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
開
場

は
し
ば
ら
く
途
絶
え

る
。
早
く
も
横
浜

で
も
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

の
「
風
紀
」
が
問
題

に
さ
れ
、
県
が
取
締

規
則
の
制
定
を
検
討

し
始
め
た
の
で
あ
る

（『
横
浜
毎
朝
新
報
』

一
九
二
九
年
三
月
二

五
日
、『
横
浜
貿
易

新
報
』
五
月
二
三

日
）。
県
保
安
課
が
八
月
頃
に
取
締
規
則
の

具
体
的
な
検
討
に
入
る
と
、
九
月
の
伊
勢
佐

木
町
伊
勢
ビ
ル
、
一
一
月
に
は
ゲ
ッ
コ
ー
ペ

ン
が
警
察
の
取
締
を
受
け
て
、
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
の
開
場
を
中
止
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
翌
年
一
月
二
一
日
に
舞
踏
場
及

舞
踏
手
取
締
規
則
が
県
令
と
し
て
公
布
・
施

行
さ
れ
る
に
至
っ
た
（『
神
奈
川
県
公
報
』

号
外
、
一
九
三
〇
年
一
月
二
一
日
、『
横
毎
』

『
横
貿
』
一
九
三
〇
年
一
月
二
二
日
）。

主
な
内
容
は
、
知
事
の
許
可
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
位
置
や
構
造
上
の
制
限
、
同
一
建

物
内
で
の
飲
食
店
・
旅
館
と
の
併
存
制
限
、	

学
生
・
未
成
年
の
入
場
禁
止
、
飲
酒
の
禁
止
、

舞
踏
手
の
免
許
制
度
な
ど
で
あ
る
。
一
九
二

八
年
一
一
月
に
制
定
さ
れ
た
東
京
の
舞
踏
場

取
締
規
則
よ
り
は
、
緩
や
か
な
も
の
だ
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
外
国
人
招
致
の
た
め

の
配
慮
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
営
業
地

域
は
関
内
地
区
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

制
限
の
あ
っ
た
飲
食
店
と
の
併
存
に
は
寛

容
だ
っ
た
よ
う
で
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
で
は

喫
茶
部
、
後
の
太
平
洋
舞
踏
場
で
は
グ
リ
ル

が
併
設
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
会
員
制
の
倶

楽
部
は
届
け
出
の
み
で
認
め
ら
れ
た
。

当
時
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
以
外
で
も
、
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
・
バ
ン
ド
ホ
テ
ル
な
ど

で
、
外
国
人
客
も
加
え
て
た
び
た
び
ダ
ン
ス

大
会
が
開
催
さ
れ
、
バ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
は
ダ

ン
サ
ー
の
募
集
も
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
横

浜
独
特
の
チ
ャ
ブ
屋
で
は
、
酒
を
供
し
、
女

性
が
ダ
ン
ス
の
相
手
を
し
た
と
い
う
。
芸
妓

が
ダ
ン
ス
の
練
習
を
し
て
い
る
と
い
う
記
事

も
、
こ
の
頃
報
じ
ら
れ
て
い
る
（『
横
貿
』

一
九
三
〇
年
八
月
二
二
日
、『
横
毎
』
九
月

三
〇
日
）。
一
方
、
バ
ー
や
カ
フ
ェ
で
の
ダ

ン
ス
は
禁
じ
ら
れ
、
と
き
お
り
摘
発
を
受
け

て
い
る
（『
横
毎
』
一
九
二
九
年
三
月
一
一

日
・
一
九
三
〇
年
四
月
二
〇
日
）。
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